
タブレット端末を利用した新規事業
「遠隔手話通訳」を実施しています

　市では、聴覚障がい者の方が市
役所窓口で安心して相談等ができ
るよう、タブレット端末を利用し
た遠隔手話通訳事業を、12月1日
から市役所窓口で始めました。
　専用アプリを利用するこの事業
は、県内初の取組で、タブレット
端末に映し出された手話通訳者
が、来庁者の手話を通訳して音声
で伝えるものです。予約不要で、
手話通訳を行うことができるようになりました。
　地域福祉課の窓口で利用した重

しげ

泉
いずみ

八
や

代
よ

子
こ

さんは「自分の言う
ことがスムーズに伝わってうれしい。また利用して会話するこ

とが楽しみ
です」と話
していまし
た。 な お、
手話通訳だ
けではなく、
音声を文字
に変換でき
るアプリケ
ーションも
併せて導入
しました。

町内会の親睦を深める
西成田会館が完成
　11月30日、西成田会館鍵引渡式
を行い、西成田町内会の佐々木会
長へ鍵が手渡されました。
　老朽化に伴い建て替えられた会
館は、町内会の親睦を深めるため
に利用されます。
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市長の主な公務を掲載しています（庁内の打ち合わせ等は掲載していません）

11月16日～30日
16日（月） 庁議、広報とみや1月号対談、来客応対
17日（火） 来客応対

18日（水） みやぎ生協組合員との懇談会、黒川地域行政事務組合理事会・
理事協議、テレビ取材、

19日（木） 臨時庁議、来客応対

20日（金） 富谷市民生委員児童委員協議会11月定例会、とみやわくわく
子どもミーティング、来客応対

21日（土） とみや市政懇談会

12月1日～15日
9日（水） 臨時庁議、記者会見

10日（木） 富谷市議会定例会

11日（金） 来客応対

14日（月） 庁議、富谷市介護保険運営委員会、来客応対

15日（火） 年末年始特別警戒出動式、秋季善行表彰伝達式、認知症学び
の講座、黒川地域行政事務組合理事会、来客応対

市 長 日 録

明けましておめでとうございます。皆さまに
おかれましては、お健やかに新春をお迎えのこ
とと心からお慶び申し上げます。

私事、新型コロナウイルスに感染したことに
より、昨年11月24日から12月８日まで、直接
公務に当たることができませんでした。市民の
皆さまはじめ関係するすべての皆さまに、多大
なご迷惑をお掛けしましたこと、心からお詫び
申し上げます。

入院中私は、医療従事者の皆さまが懸命に看
病に当たっておられる姿に心を打たれ、感謝し
てもしきれない思いになりました。改めまして、
医療従事者をはじめ保健・医療に関わるすべて
の方々には、感染リスクを抱える中で、新型コ
ロナウイルスの感染拡大防止に誠心誠意取り組
んでおられますことに、深く感謝申し上げます。

自覚症状がない中で新型コロナウイルスに
感染したことを知り、改めてこの感染症の怖さ
を実感いたしました。私は、こうした自らの経
験を踏まえ、今後、感染症対策をさらに強化し
てまいる所存です。引き続き、全身全霊で市長
の職務に当たってまいりますので、ご理解とご
協力をいただきますようお願い申し上げます。

さて本年は、「富谷宿観光交流ステーション
（愛称：とみやど）」が４月17日にしんまち地
区にオープン（プレオープンは３月28日）しま
す。「とみやど」は、富谷の歴史と文化が薫る
しんまち地区に、地元の偉人である内ケ崎作三
郎の記念館を中心とした観光交流の拠点となる
施設で、起業塾「富谷塾」の塾生が起業した飲
食店や、富谷産はちみつなどを販売する店舗な
どが開店します。この「とみやど」のオープン
を契機に、新たな富谷の魅力を広く発信し、か
つてのようににぎわいあふれる「富谷宿」にな
ればと考えております。

そして今年４月からは、富谷市総合計画の後
期基本計画が始まります。後期基本計画では、
持続可能な開発目標（SDGs）の理念を踏まえ
ながら、引き続き ｢住みたくなるまち日本一｣
の実現に向けたまちづくりを進めてまいります
ので、今後ともご理解とご協力をお願い申し
上げます。

2021年が皆さまにとって
輝かしい希望の一年になる
ことを心よりお祈り申し上
げます。

2021年の年頭によせて

交通安全対策に向けた社会実験を実施
大清水地区でハンプ(凸部)による自動車の走行速度抑制を検証

11月25日から12月25日の1か月間の社会実験
　可搬型ハンプ(凸部)による社会実験は、昨年の11月25
日から12月25日までの1か月間、国土交通省東北地方整
備局の協力を得て、県内初の取組として行いました。
　あけの平地区と大清水地区を結ぶ生活道路（通学路含
む）において、可搬型ハンプを設置し、自動車の走行速
度がどの程度抑制できるかを検証したものです。
　実験を行った場所は、富谷第二中学校近くの、大清水
一丁目第1公園入口付近です。

通行車両が多く、交通安全対策が急務
　以前より、この生活道路は、並行する国道4号の渋滞
を回避するための通り抜け道路として利用する車両が多
く確認されていました。
　最高速度は時速30キロに規制されていますが、速度を
超過する車両が多いこと、また朝の通勤車両と登校する
児童生徒の時間帯が重なることから、通学路の安全対策
が急務となっていました。

継続して交通安全対策を協議・検討
　市では、昨年に、地元町内会長、国土交通省東北地方
整備局、大和警察署、市教育委員会による「富谷市あけ
の平・大清水地区交通安全対策協議会」を発足しました。
合同点検を実施しながら、今回の社会実験の必要性を協
議して実施に至っています。
　この社会実験の終了後は、国土交通省東北地方整備局
において実験結果が分析されます。その分析結果をもと
に、この生活道路における交通安全対策を協議・検討し
ていきます。
問 都市整備課　☎022-358-0525

※�市長は、11月24日に新型コロナウイルスに感染したことが判明し、同日に医療機関へ入院しました。12月3日に退院し、12月9日に市役所へ
登庁し公務へ復帰しています。

富谷市長

若生 裕俊

各分野でご活躍された方が表彰
されました。
※�表敬訪問された方を紹介して

います。
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